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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）の当社グループ事業に関係するICT関連分

野を取りまく環境では、特にリアルタイムコミュニケーション市場の進展とIoT（Internet of Things）関連の市

場の進展が注目されています。リアルタイムコミュニケーション市場では、廉価なネット接続の需要に応える仮想

移動体通信事業者MVNO（Mobile Virtual Network Operator）、LINEをはじめとする新たなコミュニケーションツ

ールなどについて需要が堅調に伸びております。これらのネットワーク・インフラの充実や新たなサービスの登場

に加えて、スマートフォン/タブレット端末の利用拡大を背景としながら、IP電話、テレビ電話及びテレビ会議の

ソリューション市場並びにBYOD（Bring Your Own Device）に関するソリューション市場が拡大の傾向にあり、今

後様々な分野への更なる普及が見込まれています。また、様々な「モノ」に通信機能を持たせ、インターネットに

接続して自動認識、自動制御、遠隔計測等を行う技術であるIoT関連の市場も、展示会などを通じて様々なソリュ

ーションが紹介され始め、拡大が期待されています。 

 このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高282,273千円（前年同四半期比29.9％

増）、営業損失344,517千円（前年同四半期は営業損失310,305千円）、経常損失345,469千円（前年同四半期は経

常損失309,037千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四

半期純損失332,239千円）となりました。なお、当社グループは、取引先の株式等を所有しております。これらの

株式の多くは時価を合理的に算定できない非上場会社の株式です。当社グループは、その実質価額が著しく低下し

たときには、回収可能性が十分に見込まれない場合を除き、投資の減損処理を実施しております。これにより、当

第３四半期連結累計期間に9,600千円の投資有価証券評価損を計上しております。

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ソフトウエア販売

 売上高は85,245千円（前年同四半期比22.2％減）、セグメント損失6,939千円（前年同四半期はセグメント利益

22,066千円）となりました。これは主にBYOD分野及びIP FAX分野の製品提供が増加したものの、製品提供の遅れに

よるものであります。

②受託開発

 売上高は189,652千円（前年同四半期比83.1％増）、セグメント利益は66,665千円（前年同四半期比135.4％増）

となりました。これは主にIoT関連分野での売上高の増加に加え、開発においてベトナム現地法人を充分に活用す

ることにより、売上原価の減少に努めたことによるものであります。

③その他

 売上高は7,374千円（前年同四半期比77.3％増）、セグメント利益は2,787千円（前年同四半期比30.9％増）とな

りました。これは主にSIP・NGN関連技術製品の物品販売などによるものであります。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は283,373千円となり、前連結会計年度末に比べ379,467千円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金が304,214千円減少したことによるものであります。固定資産は198,324

千円となり、前連結会計年度末に比べ7,173千円増加いたしました。これは主に有形固定資産が8,083千円、無形固

定資産のソフトウエアが2,203千円増加したものの、投資その他の資産が3,420千円減少したことによるものであり

ます。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は49,352千円となり、前連結会計年度末に比べ10,188千円減少い

たしました。これは主に営業未払金が10,380千円減少したことによるものであります。固定負債は14,000千円とな

り、前連結会計年度末に比べ4,000千円減少いたしました。これは長期借入金が減少したことによるものでありま

す。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は418,345千円となり、前連結会計年度末に比べ358,105千円減

少いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は86.8％（前連結会計年度末は90.9％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループの事業に関係するIP電話、テレビ電話及びテレビ会議を中心とした通信事業者関連分野において進

展が見込まれ、また、新たな事業分野へも進出いたしますが、当社グループが手がける事業分野はいずれも新しい

市場であり、その売上高は変動要素が多く、予測数値に幅が生じ混乱を招く恐れがあるため、予測数値の開示は控

えております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替

えを行っております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシュ・フローのマ

イナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べて売上高は増加傾向にあるもの

の、営業損失344,517千円、経常損失345,469千円、親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円と引き続き損失

を計上する結果となっており、このような損失計上が継続すれば、今後の資金計画に支障が生じる可能性もあること

から、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当社グループでは、当該状況を解消し、早期に黒字化に転換を図ることが最優先の責務と認識しております。その

ための施策として①ソフトウェア製品の拡販、②ベトナム現地法人の更なる体制強化、③新たな資本政策の検討を積

極的かつ並行的に推進し、当社グループにおける業績回復と財務状況の改善を進めてまいります。 

 なお、当社グループの施策の詳細は、「４．四半期連結財務諸表（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（継

続企業の前提に関する注記）」に記載しております。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 480,749 176,534 

売掛金 157,993 84,461 

その他 50,291 22,377 

貸倒引当金 △26,193 - 

流動資産合計 662,841 283,373 

固定資産    

有形固定資産 - 8,083 

無形固定資産    

ソフトウエア 146,934 149,138 

その他 - 306 

無形固定資産合計 146,934 149,445 

投資その他の資産    

破産更生債権等 - 71,280 

その他 44,215 58,615 

貸倒引当金 - △89,100 

投資その他の資産合計 44,215 40,795 

固定資産合計 191,150 198,324 

資産合計 853,992 481,697 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 11,730 1,350 

1年内返済予定の長期借入金 6,000 6,000 

未払法人税等 9,297 6,009 

引当金 299 420 

その他 32,213 35,572 

流動負債合計 59,541 49,352 

固定負債    

長期借入金 18,000 14,000 

固定負債合計 18,000 14,000 

負債合計 77,541 63,352 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,196,761 3,196,761 

資本剰余金 2,978,921 2,978,921 

利益剰余金 △5,403,954 △5,759,931 

自己株式 △64 △64 

株主資本合計 771,664 415,687 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 4,780 2,651 

その他の包括利益累計額合計 4,780 2,651 

新株予約権 5 5 

純資産合計 776,450 418,345 

負債純資産合計 853,992 481,697 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 217,356 282,273 

売上原価 164,842 219,760 

売上総利益 52,514 62,513 

販売費及び一般管理費 362,819 407,031 

営業損失（△） △310,305 △344,517 

営業外収益    

受取利息 92 125 

為替差益 2,903 - 

その他 107 54 

営業外収益合計 3,103 180 

営業外費用    

支払利息 453 356 

為替差損 - 775 

株式交付費 1,381 - 

営業外費用合計 1,835 1,132 

経常損失（△） △309,037 △345,469 

特別損失    

投資有価証券評価損 - 9,600 

固定資産除却損 1,246 - 

減損損失 20,745 - 

特別損失合計 21,992 9,600 

税金等調整前四半期純損失（△） △331,029 △355,069 

法人税、住民税及び事業税 1,210 907 

法人税等合計 1,210 907 

四半期純損失（△） △332,239 △355,976 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △332,239 △355,976 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △332,239 △355,976 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 3,905 △2,128 

その他の包括利益合計 3,905 △2,128 

四半期包括利益 △328,333 △358,105 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △328,333 △358,105 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシュ・フローの

マイナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べて売上高は増加傾向にある

ものの、営業損失344,517千円、経常損失345,469千円、親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円と引き続

き損失を計上する結果となっており、このような損失計上が継続すれば、今後の資金計画に支障が生じる可能性も

あることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 当社グループでは、当該状況を解消して早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積極的

に推進し、当社グループにおける業績回復と財務状況の改善を進めてまいります。

①ソフトウェア製品の拡販

 当期の研究開発の成果である高音質メディア通信技術REAFSVCを搭載したソフトウェア製品や当期に製品開発を

進めて完成度を高めたBYOD関連ソフトウェア製品の拡販を積極的に進め、収益基盤の強化につなげてまいります。

②ベトナム現地法人の更なる体制強化

 平成25年８月の設立以降、順調に成長し、当社グループの開発コスト削減に貢献しているベトナム現地法人の体

制を引き続き強化し、開発コスト削減に加えて、ベトナム国内でのソフトウェア販売及びオフショア開発等の受託

開発に力を入れ、新たな外部収益の獲得を進めてまいります。

③新たな資本政策の検討

 財務状況の改善のため、新たな資本政策の検討を進めております。

 

 以上の施策を実施することにより、収益基盤を確保し経営の安定化を図り、当該状況が解消されると判断してお

りますが、新たな資本政策は現時点においては検討中であり、収益獲得の進捗が思わしくない場合には手元流動性

が低下する可能性があるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

区分 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

ソフトウエア 

販売 
受託開発 計 

売上高            

外部顧客への売上高 109,591 103,606 213,197 4,159 217,356 217,356 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
- - - - - - 

計 109,591 103,606 213,197 4,159 217,356 217,356 

セグメント利益 22,066 28,318 50,385 2,128 52,514 52,514 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売などを含んで

おります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 減損損失は報告セグメントに配分しておりません。

 なお、特別損失に計上された減損損失は20,745千円であり、その内訳は有形固定資産15,523千円及び販

売目的ソフトウエア以外の無形固定資産5,222千円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

区分 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

ソフトウエア 

販売 
受託開発 計 

売上高            

外部顧客への売上高 85,245 189,652 274,898 7,374 282,273 282,273 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
- - - - - - 

計 85,245 189,652 274,898 7,374 282,273 282,273 

セグメント利益又は

損失（△） 
△6,939 66,665 59,726 2,787 62,513 62,513 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売などを含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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